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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 本日１５時～八戸看護専門学校説明会がありますので、興味のある方は参加して下さい。

· ９月６日７日に17：30～法人研修「医療福祉の場で実践する感染予防」についてありますので、必ず参加しましょう。
· ９月２７日３０日に看護グループ内研修「SSTの基本」についてありますので、対象スタッフは参加しましょう。
· 青陽館のアンテナ工事が終了しました。
· ９月６日に東病棟の患者（木村格治）様がデイケアの見学予定があります。見学後、病棟スタッフとPSWで振り返りを実施していく予定です。
· 沢田三朗様のデイケア見学を実施しています。契約書を渡しています。見学では他者との交流が見られていました。
· 現在来週の新患の情報はありません。
＜患者様ケースカンファレンス＞

· 高田　マキ様～１週間前より、昼夜問わず電話が多くかって来ています。以前は話した　

いとき（家族のや対人関係での不満）や用件がはっきりとしていたが、現在は内容も雑談となっています。（今起きたことや、ご飯食べたことなど）。話の内容を聞き、目的や不安などはっきりさせ対応しないと不満に変わっていくことも多く、青明舎ではアドバイスした時には、不満に変わり無言できってしまうこともあった様子。デイケアスタッフの大谷地さんと青明舎スタッフと面談を８月３１日に実施している。嘘をつきデイを休むことが多かったこと、デイケアの利用目的や電話のことについて話しあっています。詳細に電話する時間や内容については話し合ってはいないとのこと。今後対策として、電話が来たときは用件を聞き、的確なアドバイスが出来るスタッフへ変わる事とする。また、一人暮らしになり、自分を知ってほしいことや話したいことを話している様子であるため、後日電話対応について、外来スタッフ、デイケア、青明舎、医事、ＰＳＷと統一した対応が出来るように話し合いの場を作っていく。

· 巴　勇樹様～8月31日の受診の時に、青山荘やグループホームに入所したいと話されて

います。父親から、自立をするようにと言われたとのこと。デイケアにて父様へ連絡をとり、父様の自立とは、親が倒れたりしたときのためにも、自身で洗濯や掃除などできるようになってほしいとのことであり、入居してほしいとの希望ではないとのこと。親からにも本人様に話してほしいと伝えています。今後外来より担当医へ伝え、今後の方向性について検討していきます。また、訪問看護を利用し、ご家族へアプローチも検討していきましょう。

＜患者様情報＞

· 宮　陽子様～今週は私用にて休まれており、どの様な用事であるかは話してくれない状　

況があります。口調は穏やかで、火曜日には来所されると話されているが、先週も来所されず休まれることが続いています。また、ご近所でも親切にしていただいたり、いろいろもらい物もあると話されていることから、今後の行動にも注意し観察していきましょう。

· 田中　宏明様～8月23日に診察時にデイケアを退所したいと希望あり、外来担当医から

許可があることから、9月1日で退所となっています。仕事面や対人関係も問題なく、以前あった取り違えもなく対処できているとのことです。

· 我満　奈津紀様～デイケアに相談があるとこられています。内容としては、子どもの将

来に不安があり、学校に行っていないとのこと。そのことでイライラしているとのこと。9月5日あたりが生理の予定でもあり、余計イライラしており、ﾀﾊﾞｺを余計に吸って対処はしているとのこと。青明舎へ相談しているが、納得できる答えがなく、うみねこDrへ相談しにいくとのこと。はけ口がなく父親にも相談できない話しているため、今後も相談があれば、傾聴しアドバイスしていきましょう。

＜カウンセリング＞

· 藤井　純子様～「なんで自分は今ここにいるのか」自分自身というものが曖昧になって

いて、ぐちゃぐちゃの状態であると話しています。ストッパーが崩れてきているような気がすると、読書をしたり、自分なりに対処しているが、ご飯を食べながら本を読む、などそれほど没頭していないと、行動化してしまいそうだとのこと。診察時など表情や口調を観察し、行動化しないようアドバイスしていきましょう。

